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今
年
の「
ワ
ク
ワ
ク
」

一
年
前
、
大
阪
・
関
西
万
博
が
大
盛

況
だ
っ
た
こ
と
を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
ワ
ク
を
感
じ
た
方
も
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
皆
さ
ん
の
今

年
の
ワ
ク
ワ
ク
は
い
か
が
で
す
か
？

同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
新
し
く

な
り
ま
し
た
。

https://kyokuryo-dosokai.com

こ
れ
ま
で
本
部
と
東
京
、
関
西
で
独

自
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
旭

陵
同
窓
会
」
と
し
て
一
本
化
い
た
し
ま

し
た
。
更
新
が
手
軽
に
で
き
る
こ
と
か

ら
よ
り
多
く
の
情
報
発
信
を
心
が
け
ま

す
。
下
関
本
部
、
東
京
支
部
を
始
め
と

す
る
各
支
部
、
西
高
と
の
情
報
共
有
を

充
実
さ
せ
た
く
存
じ
ま
す
。
そ
の
結
果

と
し
て
関
西
へ
進
学
、
就
職
、
転
勤
な

ど
の
際
の
手
が
か
り
・
足
が
か
り
と
な

旭陵同窓会関西支部長
阿部 紀一郎

（54期）

り
、
会
員
相
互
の
輪
が
広
が
り
ま
す
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
特
別
公
演
は
久
好
圭

治
さ
ん
（
51
期
、
大
阪
大
学
特
任
研
究

員
）
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
宙
わ
た
る
教
室
」

を
見
ら
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
「
学
び
を
楽
し
む
」
こ
と

の
大
切
さ
や
、「
挑
戦
す
る
こ
と
の
意

義
」
を
生
徒
た
ち
に
伝
え
、
教
育
の
永

遠
の
可
能
性
ま
で
教
え
て
く
れ
た
ド
ラ

マ
で
し
た
ね
。

久
好
さ
ん
は
そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た

大
阪
府
立
高
校
の
定
時
制
課
程
の
研
究

発
表
を
指
導
し
た
方（
実
物
）で
す
。

約
一
年
前
に
講
演
を
快
諾
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
ご
自
宅
で
ご
経
験
を

う
か
が
っ
た
際
に
は
お
話
が
尽
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

今
回
、
中
高
一
貫
と
な
っ
た
西
高
新

た
な
旅
立
ち
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
講
演

と
な
り
ま
す
こ
と
に
ご
縁
と
喜
び
を
感

じ
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

全
国
各
地
か
ら
の
ご
参
加
歓
迎
。
お

申
し
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

関
西
支
部
会
員
の
皆
様
へ

旭陵同窓会会長
伊藤 真一

（66期）

新
緑
の
候
、
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご

健
勝
、
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
旭
陵
同
窓
会
の

活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に
、
こ
の
た
び
の
本
年
度
の

総
会
日
程
変
更
お
よ
び
ゴ
ル
フ
大
会
中

止
に
際
し
、
周
知
不
足
に
よ
り
関
西
支

部
の
皆
様
に
混
乱
と
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
こ
と
、
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
運
営
体
制

全
体
に
課
題
が
あ
っ
た
も
の
と
認
識
し

て
お
り
、
現
在
、
検
証
を
進
め
て
お
り
、

課
題
を
整
理
し
た
う
え
で
、
運
営
ル
ー

ル
の
再
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。さ

て
、
昨
年
度
は
、
関
西
支
部
を
は

じ
め
各
支
部
に
お
い
て
、
総
会
・
懇
親

会
な
ど
多
く
の
交
流
事
業
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
励
ま
し
と

刺
激
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
各
支
部
に
共
通
す
る
課
題

と
し
て
、
若
手
会
員
の
参
加
促
進
と
次

世
代
へ
の
継
承
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
役

員
の
高
齢
化
や
参
加
者
の
固
定
化
が
進

む
中
、
同
窓
会
活
動
を
将
来
へ
つ
な
い

で
い
く
た
め
に
は
、
若
い
世
代
の
力
と

新
し
い
感
性
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
本
部
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
各
支
部
と
連
携
し
な
が
ら
、
若
い

世
代
が
参
加
し
や
す
く
、
魅
力
を
感
じ

ら
れ
る
交
流
機
会
や
情
報
発
信
の
充
実

に
努
め
、
次
世
代
へ
と
つ
な
が
る
同
窓

会
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨

年
の
「
下
関
海
響
マ
ラ
ソ
ン
」
に
も
出

場
し
、
高
校
時
代
の
同
級
生
3
名
と
と

も
に
無
事
完
走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
挑
戦
を
続
け
る
中
で
、
努
力
を
積

み
重
ね
る
こ
と
の
大
切
さ
、
そ
し
て
人

と
の
つ
な
が
り
の
あ
り
が
た
さ
を
改
め

て
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

旭
陵
同
窓
会
は
、
今
後
も
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
母
校
発

展
の
一
助
と
な
る
よ
う
活
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
様
の

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

山口県立
下関西高等学校 校長
内田 正弘

（62期）

旭
陵
同
窓
会
関
西
支
部
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
御
健
勝
に
て
御
活
躍

の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
本
校
教
育
の
推

進
に
多
大
な
る
御
支
援
と
御
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
学
校
の
状
況
に
つ
い
て
で
す

が
、
今
春
に
は
、
２
０
４
名
の
卒
業
生

が
新
た
に
旭
陵
同
窓
会
の
仲
間
入
り
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
徒
の
進
学
状
況
で
す
が
、
東
京
大

学
、
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
、
名
古
屋

大
学
、
九
州
大
学
な
ど
、
国
公
立
大
学

の
現
役
合
格
者
数
は
１
１
２
名
。
ま
た
、

医
学
部
医
学
科
に
つ
い
て
は
現
役
２
名
、

浪
人
４
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

生
徒
に
は
、
視
野
を
広
げ
、
志
を
高

く
も
っ
て
、「
入
れ
る
大
学
」
で
は
な
く
、

「
自
分
の
学
び
た
い
こ
と
が
学
べ
る
大

学
」
を
め
ざ
し
て
最
後
ま
で
頑
張
り
ぬ

く
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち

の
３
年
間
の
努
力
は
着
実
に
実
を
結
ん

で
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
４
月
８
日（
水
）、
下
関
西

高
等
学
校
附
属
中
学
校
の
開
校
式
及
び

入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
平
屋
山

発行人
旭陵同窓会関西支部長

阿 部  紀 一 郎
印刷所　富士精版印刷㈱

TEL. 06-6394-1181

口
県
副
知
事
の
開
校
宣
言
の
の
ち
、
私

が
58
名
の
新
入
生
の
入
学
を
許
可
し
ま

し
た
。
新
入
生
あ
い
さ
つ
で
は
、
代
表

の
生
徒
が
、「
附
属
中
学
校
の
第
１
期

生
と
し
て
こ
の
場
に
立
て
る
こ
と
を
誇

り
に
思
う
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
学
校
生
活
に
対
す
る
期
待
で
胸
が
高

鳴
っ
て
い
ま
す
」
と
元
気
に
あ
い
さ
つ

し
て
く
れ
ま
し
た
。
同
じ
日
の
午
後
に
は
、

高
校
の
入
学
式
を
行
い
、
２
２
８
名
の

新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。
令
和
８
年
度

は
、
中
学
校
58
名
、
高
等
学
校
６
７
６

名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
ス
ク
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

掲
げ
る
「
知
・
徳
・
体
の
調
和
が
と
れ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
立
っ
て
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
」
を
め
ざ
し
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
取
組
や
課
題
研
究
な
ど
を
通

し
て
、
多
様
な
文
化
や
価
値
観
に
触
れ
、

幅
広
い
視
野
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、

生
徒
も
教
職
員
も
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、

改
め
て
本
校
教
育
の
充
実
・
発
展
の
た

め
に
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
旭
陵
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
御

発
展
と
皆
様
の
御
健
勝
、
御
活
躍
を
祈

念
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

進
学
状
況
、
部
活
動
成
績
、
新
入
生
・

卒
業
生
数
は
、
旭
陵
同
窓
会
の
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

令和8年度 旭陵同窓会関西支部総会案内

※同窓生をお誘い合わせの上是非ご出席
下さい。（ご家族の参加も歓迎）

※同封葉書またはホームページで出欠の連
絡を８月6日（木）までにお願いします。

　 （欠席の場合も会場準備上必ず返信をお願いします。）
※回答後も出欠の変更がある場合、関西

支部ホームページから必ず連絡して下さ
い。
詳しくは旭 陵 同 窓 会のホームページ

（https://kyokuryo-dosokai.com）を
ご覧下さい。

■日　時：
■場　所：

■来　賓：
■会　費：
■式次第：

令和8年9月6日（日）10:30～15:00
ホテル エルセラーン大阪 3F 宴会場
〒530-0003  大阪市北区堂島1-5-25
TEL.06-6347-1484  FAX.06-6347-1485
同窓会会長、本部役員、下関西高校長
8,000円（家族3,000円、85期以降2,000円）
10：00開場、10:30～11:00 総会、11：10〜12：30 特別講演、12：30〜懇親会

軽装・ノーネクタイで
ご出席下さい

なんとなく立ち上がった定時制の科学部が「誰もやったことのない研究」に手を伸ばし、悪
戦苦闘を続けています。想定外を楽しみながら、生徒たちに教えてもらった「学ぶ」ことを
紹介します。

1955年11月8日生まれ、神田小学校、文洋中学校出身。中学では陸上部だったが、西高に入
り剣道部へ。バイクとジャズと剣道しかしなかった3年間だった。西高卒業後、浪人して補習科
へ。夏に勘当されて家を出る羽目に。パブでの皿洗い、スナックのバーテン、三菱造船所、関門
橋の工事のバイトをしながら補習科に通う。当時日本で最も学費の安い大阪市立大学理学部物理学科に入学。大学卒業
後、なぜか大阪府の高校理科教員になる。工業高校と普通科にそれぞれ10年間勤務。剣道部顧問と生徒指導部の仕事が
生活の中心だった。鳴門教育大学大学院で同位体科学と惑星科学を学ぶ。修了後、定時制高校に転勤と同時に、大阪大
学大学院理学研究科宇宙地球科学専攻惑星科学グループで特任研究員として研究を続ける。定時制科学部を立ち上げ、
高校生とともに最先端の科学を模索している。 

◆演題◆ 
『科学は誰のもの? 〜定時制科学部の挑戦〜』

11:10～12:30 特別講演  大阪大学大学院理学研究科　　　　　　　　　
宇宙地球科学専攻惑星科学グループ元特任研究員 久好 圭治氏（51期）  

久好　圭治 氏  プロフィール

【交通案内】
最寄駅は
◆JR東西線「北新地駅」、徒歩5分
◆JR「大阪駅（桜橋口）」、徒歩10分
◆大阪メトロ四つ橋線「西梅田駅」、徒歩5分
■ドージマ地下センターＣ８４出入口

大
阪
メ
ト
ロ
四
つ
橋
線

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線

大
阪
メト
ロ
谷
町
線



第31号（2） 2026年（令和８年）６月27日旭陵同窓会

ホテル エルセラーン大阪

堂島の文化発信基地
エルセラーンホール
〒530-0003 大阪市北区堂島1-5-25 
薑06-6347-1484 薨06-6347-1485 
h t t p s : / / h t l - e l - o s a k a . c o m

全 館 禁 煙

大阪・堂島

旭
陵
同
窓
会
関
西
支
部
総
会

に
参
加
し
て加

藤
　
久
美
子（
60
期
）

２
０
２
５
年
9
月
７
日
に
開
催
さ
れ

た
旭
陵
同
窓
会
関
西
支
部
総
会
に
ご
招

待
い
た
だ
き
車
に
関
す
る
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
か
ら
は
中
古

車
売
買
に
お
い
て
「
ダ
マ
さ
れ
な
い
」

た
め
の
注
意
点
と
、
息
子
で
あ
る
中
国

車
研
究
家
加
藤
博
人
か
ら
は
中
国
車
に

つ
い
て
の
最
新
事
情
に
つ
い
て
の
お
話

で
し
た
。

本
来
は
２
０
２
４
年
９
月
の
予
定

だ
っ
た
の
で
す
が
台
風
の
影
響
で
1
年

延
期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
で
あ
れ

ば
、
99
歳
の
母（
加
藤
妙
子
）も
一
緒
に

伺
う
予
定
で
し
た
が
２
０
２
５
年
８
月

末
に
肺
炎
で
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
参

加
が
か
な
わ
ず
。
そ
の
後
の
リ
ハ
ビ
リ

で
は
旭
陵
同
窓
会
で
会
長
を
務
め
ら
れ

た
ご
経
験
が
お
あ
り
の
木
下
毅
先
生
が

理
事
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
長
府
の
光

風
園
病
院
に
約
２
か
月
入
院
し
、
す
っ

か
り
元
気
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
講
演
の
ご
依
頼
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
に
は
、
私
の

父
（
18
期　

旭
陵
同
窓
会
元
会
長　

２

０
０
３
年
に
他
界
）
が
関
西
支
部
設

立
の
際
に
少
し
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
ご
縁
が
始
ま
り

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

父
は
熊
本
出
身
で
熊

本
高
校
（
旧
制
熊
本

中
学
）
の
途
中
か
ら
、

西
高
に
編
入
し
ま
し

た
。
西
高
の
こ
と
が

大
好
き
で
同
窓
会
は

下
関
の
総
会
と
東
京

支
部
、
関
西
支
部
の

総
会
に
も
よ
く
出
か

け
て
本
当
に
楽
し
そ

う
に
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

私
自
身
、
関
西
支

部
総
会
へ
の
参
加
は

初
め
て
の
こ
と
で
し

た
が
、
当
日
は
南
左

千
夫
君
を
は
じ
め
60

期
の
仲
間
た
ち
が
た

く
さ
ん
集
ま
っ
て
く

れ
て
、
ほ
と
ん
ど
が

西
高
卒
業
以
来
と
い
う
状
況
で
し
た
の

で
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
！
ま
た
、

す
ぐ
上
の
姉（
52
期
）を
知
る
同
窓
生
か

ら
も
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
て
会
話
を

楽
し
み
ま
し
た
。

さ
て
、
仕
事
の
話
を
少
々
。
昨
年
８

月
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
大
阪
万

博
関
連
で
１
９
０
台
も
一
社
独
占
で
採

用
さ
れ
た
中
国
製
電
気
バ
ス
の
不
適
切

事
案
に
つ
い
て
で
す
。
万
博
関
連
だ
け

で
は
な
く
全
国
の
バ
ス
会
社
や
自
治
体

な
ど
に
合
計
３
０
０
台
以
上
が
納
車
さ

れ
て
あ
ち
こ
ち
で
不
具
合
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
輸
入
・
販
売
し
た
の
は
北
九

州
市
に
本
社
を
持
つ
Ｅ
Ｖ
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
で
、
９
月
１
日
に
は
大
阪
市
内

を
走
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
（
中
国
・

愛
中
和
汽
車
製
）
が
回
送
中
に
ハ
ン
ド

ル
が
効
か
な
く
な
り
中
央
分
離
帯
に
激

突
し
て
や
っ
と
停
止
し
た
、
と
い
う
と

ん
で
も
な
い
事
故
も
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
事
故
を
き
っ
か
け
に
大
阪
メ
ト
ロ

は
40
台
の
同
型
車
両
の
使
用
を
中
止
し

て
い
ま
す
。
万
博
会
場
で
も
バ
ス
の
不

講演風景

令和７年度

関西支部総会
於：ホテル エルセラーン大阪

令和7年9月7日（日）

内田下関西高等学校校長

乙部同窓会幹事長

伊藤同窓会会長 阿部支部長

前田下関市長ビデオメッセージ

「宙わたる教室」（伊与原新著およびNHKドラマ）の紹介
　伊与原新氏（理学博士、直木賞作家）の小説「宙わたる教室」は、ある定
時制高校の科学部による発表から生まれたものです。
　のちに窪田正孝主演の NHK の同名のドラマとなりましたので、ご覧になっ
た方も多かったのではないでしょうか？
　モデルになったのは、大阪府立春日丘高校、大手前高校、今宮工科高校の
定時制課程の科学部です。
　年齢も抱える事情も様々な生徒が集まる定時制高校で科学部を立ち上げ、
限られた設備と予算の中で「重力可変装置と微小重力発生装置を用いた物性
科学や惑星科学の研究」に取り組む姿を描いたものです。
　この微小重力発生装置は JAXA（宇宙航空研究開発機構）を中心とする「は
やぶさ２」サンプラーチームの基礎実験につながります。
　その結果が学会で発表された際には春日丘高校定時制科学部が共著者とし
て名を連ね、最先端の惑星科学に貢献したのです。
　この科学部を立ち上げから指導していたのが久好さんでした。
　久好さんには、これまでのご経験、特に生徒たちが科学のもつ本質に出合い、
成長してゆく過程を通して真理を追求する好奇心の育て方や個人の特性を生
かす環境づくりの重要性などをお話しいただけるものとワクワクしています。
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具
合
を
理
由
と
す
る
複
数
件
の
事
故
が

発
生
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
来
場
者
の

方
々
が
け
が
を
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

私
の
仕
事
は
「
車
で
悲
し
い
目
に

遭
っ
た
人
に
寄
り
添
い
た
い
」
を
ポ
リ

シ
ー
と
し
て
お
り
ま
し
て
、
車
の
売
買

に
始
ま
り
、
車
検
や
税
金
、
ク
ル
マ
系

の
事
件（
詐
欺
・
横
領
・
盗
難
な
ど
）に

至
る
ま
で
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

車
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ

ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

kenteioyako@
gm
ail.com

https://ssl.ajitetsu.com

加藤さんとご子息の博人さん ご子息の博人さんにも講演いただきました

30期 米田康江さん 
乾杯のご発声

広告協賛いただいている方々の紹介

59期 戸川隆夫さん 
万歳三唱

50期 安部文司さんから
コンサートのお知らせ

40期 山本忠士さんの
ウクレレ演奏校歌斉唱

40期 山内英雄さん、自著
「とことんストレッチ」の紹介

    https://www.kshimonoseki-club-f.com/

 下下関関のの人人・・事事・・文文化化をを未未来来へへとと紡紡ぐぐ
        ごご縁縁つつななぎぎのの一一人人にに……

ああななたたもも参参加加ししててみみまませせんんかか？？

　

　
　第5回交流会へ参加されませんか？

11月15日（日）
■場所：ホテルエルセラーン大阪
■時間：12：30受付開始

13：00～16：00交流会
■参加費：10,000円(年会費は不要です)

お問い合わせ先：関西しものせき倶楽部family事務局
bakan@kshimonoseki-club-f.com

随随時時会会員員募募集集中中
……………………………………………………………………………………………

　  ちゃんと美味しい、だから続く。
    　割烹のプロの技で学ぶ
   　“体質改善できる和食”
　     ✔ 出汁

　       ✔ 発酵

　     ✔ 本格調味料

　   料理の腕が上がるほど、体も整う。

  一一般般社社団団法法人人日日本本家家庭庭料料理理協協会会

        　　　　　　代代表表理理事事　　　　辻辻井井よよししみみ

　＜＜北北新新地地　　YY''ss  ((ワワイイズズ））オオーーナナーー＞＞
　　　興味を持たれた方は下の２次元コードから
　　　見に来てくださいね。
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西山眼科
 院長　西山  和夫（44期）

〒552-0016
大阪市港区三先2丁目13番24号
電話 : 06-6576-0323
大阪市営地下鉄「朝潮橋」徒歩2分

（48期）院 長 　片山   啓
〒６５７－０８４５
神戸市灘区岩屋中町４丁目２番７号　ＢＢプラザ２Ｆ
℡０７８（８０２）５９９０　神戸市委託  病児保育室プエリ 併設

お
聞
き
し
、
思
わ
ず
回
覧
板
の
参
加
欄

に
丸
印
。
と
い
う
の
も
、
住
い
の
本
拠

地
は
南
あ
わ
じ
市
で
、
大
阪
勤
務
が
長

か
っ
た
単
身
赴
任
当
時
は
舞
子
駅
が
高

速
バ
ス
乗
換
に
利
用
す
る
私
の
ハ
ブ
駅

で
し
た
。（
結
果
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

こ
ん
な
名
店
が
あ
っ
た
の
か
と
驚
き
と

喜
び
も
ひ
と
し
お
と
な
り
ま
し
た
！
）

さ
て
、
今
年
も
明
石
海
峡
大
橋
の
た

も
と
に
佇
む
お
店
、「
焼
肉　

味
鉄
」
さ

ん
（
43
期
の
安
田
好
幸
先
輩
が
役
員
と

し
て
お
勤
め
の
お
店
）
で
旭
陵
関
西
の

新
年
会
の
始
ま
り
で
す
。

当
日
は
震
災
哀
悼
の
日
、
震
災
へ
の

想
い
も
抱
き
な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
16
名

が
、
集
い
ま
し
た
。 

そ
れ
は
そ
れ
は

ど
れ
も
絶
品
の
お
肉
料
理
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
片
山
さ
ん（
48
期
）差
し
入
れ

の
、
獺
祭
の
焼
酎
や
ビ
ン
テ
ー
ジ
の
ワ

イ
ン
に
も
酔
い
し
れ
、
賑
や
か
で
あ
っ

と
い
う
間
の
３
時
間
。

こ
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
創
り
出
す

の
は
、
何
よ
り
も
メ
ン
バ
ー
で
し
た
！

柔
ら
か
く
朗
ら
か
な
会
話
が
印
象
的
な

阿
部
支
部
長（
54
期
）、
笑
顔
で
気
遣
い

の
絶
え
な
い
「
北
新
地
Ｍ
ｉ
ｎ
ｔ
」
の

マ
マ
濵
岡
女
史
（
59
期
、
関
学
の
先
輩

と
は
ぶ・

・ち
奇
遇
）、
軽
快
な
口
調
と
歌

姫
の
、
全
く
も
っ
て
愉
快
な
中
谷
さ
ん

（
56
期
）、
紳
士
的
な
振
る
舞
い
と
ウ
ク

レ
レ
演
奏
で
支
部
運
営
を
支
え
る
玉
川

さ
ん
（
59
期
）
な
ど
、
各
活
動
で
西
高

の
先
輩
と
交
わ
せ
る
交
流
は
、
他
に
は

な
い
お
付
き
合
い
で
す
。

特
に
大
げ
さ
に
遠
慮
す
る
こ
と
も
な

く
、
初
め
て
お
会
い
す
る
方
々
な
の
に
、

そ
の
場
の
居
心
地
は
最
高
で
、
懐
か
し

さ
す
ら
感
じ
ま
す
。

職
場
を
離
れ
た
私
自
身
、
色
々
足
を

運
ん
で
初
め
て
分
か
る
、
新
た
な
発
見

に
喜
び
を
感
じ
、
小
さ
い
こ
と
か
ら
コ

ツ
コ
ツ
と
、
何
事
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
な

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
還
暦
の
新
人
は
、

一
期
一
会
の
機
会
に
感
謝
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い
に
胸

を
躍
ら
せ
な
が
ら
カ
ラ
ダ
が
言
う
こ
と

を
き
く
限
り
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す

（
少
し
ず
つ
ガ
タ
が
き
て
い
ま
す
が
…
笑
）。

皆
様
も
い
か
が
で
す
か
？

現
在
活
動
に
参
加
さ
れ
る
方
の
平
均

年
齢
は
若
干
高
め
で
す
が
、
現
役
で
お

仕
事
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
気
持
ち

と
行
動
は
と
て
も
若
い
方
々
ば
か
り
で
す
。

人
生
の
ス
パ
イ
ス
の
お
ひ
と
つ
に
、
是

非
、
お
気
軽
に
ご
参
加
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
！
特
に
お
勤
め
や
自
営
業

を
さ
れ
て
る
お
若
い
方
は
、
西
高
先
輩

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
聴
け
て
、「
い
い
じ
ゃ

ん
」
と
き
っ
と
思
う
！
か
も
ね
。

そ
れ
で
は
、
還
暦
の
新
人
、
今
年
は

気
持
ち
も
新
た
に
出
掛
け
る
よ
！

情
が
感
じ
ら
れ
た
。

玉
川
画
伯
の
ス
ケ
ッ
チ
指
導
は
あ
い

に
く
の
雨
で
叶
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、

仏
画
の
達
人
で
あ
る
父
上
を
持
つ
和
田

さ
ん
の
持
参
さ
れ
た
作
品
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
っ
た
。
幹
事
の
南
さ
ん
が

小
泉
八
雲
の
末
裔
の
親
類
で
あ
る
と
い

う
興
味
深
い
話
題
は
、
次
回
の
記
事
に

譲
り
た
い
。

老
年
期
を
か
み
し
め
る
劉
希
夷
の

「
代
悲
白
頭
翁
」
を
吟
じ
な
が
ら
、
再

会
を
約
し
て
散
会
と
な
っ
た
。

但
看
古
来
歌
舞
地　

惟
有
黄
昏
鳥
雀
悲

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

郡
山
城
に
集
う
春
の
一
日

奥
田  

一
夫（
48
期
）

毎
年
、
花
見
の
季
節
に
な
る
と
「
年

年
歳
歳
花
相
似　

歳
歳
年
年
人
不
同
」

と
い
う
劉
希
夷
の
詩
を
思
い
出
す
。
変

わ
ら
ず
咲
く
花
と
、
移
ろ
う
人
の
歳
月
。

そ
の
思
い
を
胸
に
、
関
西
支
部
の
花
見

ハ
イ
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
た
。

会
場
は
豊
臣
秀
長
の
居
城
で
あ
っ
た

郡
山
城
。
歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る

地
に
同
窓
が
集
い
、
和
や
か
な
語
ら
い

の
時
が
流
れ
た
。
90
歳
組
の
小
林
先
生
、

米
田
さ
ん
が
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
の
は

少
し
寂
し
か
っ
た
が
、
31
期
の
黒
田
さ

ん
が
元
気
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
話
題

は
も
っ
ぱ
ら
、
西
高
が
中
高
一
貫
校
に

な
る
こ
と
、
女
子
校
や
男
子
校
の
共
学

化
と
い
っ
た
母
校
や
学
校
を
取
り
巻
く

変
化
に
及
ん
だ
。
ま
た
、「
梅
光
は
断

然
、
梅
光
女
学
院
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
語
る
お
二
人
の
梅
光
女
学
院
卒

業
生
の
言
葉
に
は
、
母
校
へ
の
深
い
愛

還
暦
を
迎
え
た
新
人
デ
ビ
ュ
ー

大
澤  

正
治（
60
期
）

皆
様
に
は
、
良
い
お
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
、
昨
年
、
60
歳
還
暦
を

迎
え
、
一
つ
の
節
目
で
長
年
勤
め
た
職

場
を
退
職
し
ま
し
た
。
ふ
と
顧
み
ま
す

と
、
下
関
を
出
て
40
余
年
が
経
ち
ま
し

た
が
、
こ
こ
に
き
て
、
高
校
時
代
を
思

い
出
し
旭
陵
関
西
の
支
部
活
動
に
一
歩

足
を
踏
み
入
れ
て
み
ま
し
た
。

昨
年
の
総
会
に
初
め
て
出
席
（
誠
に

失
礼
な
お
話
し
で
は
あ
り
ま
す
が
）
し

て
、
新
年
会
は
神
戸
の
舞
子
で
催
す
と

第
46
回 
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

「
京
都・紅
葉
と
学
生
食
堂

探
検
」実
施
報
告

南　

佐
千
夫（
60
期
）

２
０
２
５
年
11
月
15
日
、
第
46
回
秋

の
ハ
イ
キ
ン
グ
「
京
都
・
紅
葉
と
学
生

食
堂
探
検
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
秋
も
深
ま
る
京
都
で
、
紅
葉
を

愛
で
つ
つ
、
京
都
大
学
の
学
食
探
検
や

総
合
博
物
館
見
学
を
楽
し
む
企
画
で
す
。

当
日
は
30
期
か
ら
60
期
ま
で
、友
人
・
ご

家
族
を
含
む
計
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

◆
当
日
の
様
子

出
町
柳
駅
に
集
合
後
、
一
行
は
京
都

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
。
銀
杏
が
一
面
に

色
づ
い
た
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
、
鮮
や

か
な
景
色
を
楽
し
め
ま
し
た
。
途
中
、

小
林
先
輩
の
体
調
が
少
し
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
娘
さ
ん
の
ご
同
行
も
あ
り
無

事
全
員
で
北
部
食
堂
に
到
着
。
皆
で
学

食
ラ
ン
チ
を
楽
し
ん
だ
後
、
食
堂
を
背

景
に
記
念
撮
影
も
行
い
ま
し
た
。

昼
食
後
は
京
都
大
学
総
合
博
物
館
を

見
学
。
こ
の
日
は
運
よ
く
「
関
西
文
化

の
日
」
に
あ
た
り
、
観
覧
料
は
無
料
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
関
連
し
た
展
示
か

ら
、
ゾ
ウ
の
化
石
、
霊
長
類
研
究
な
ど

幅
広
い
内
容
が
並
び
、
参
加
者
の
興
味

を
大
い
に
引
き
つ
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鴨
川
河
川
敷
へ
移
動
し
、

持
ち
寄
り
ス
タ
イ
ル
の
野
外
飲
み
会
に
。

ア
ル
コ
ー
ル
類
は
十
分
す
ぎ
る
量
が
揃

い
、
自
家
製
燻
製
な
ど
の
酒
の
肴
と
と

も
に
、
和
や
か
な
語
ら
い
の
時
間
が
続

き
ま
し
た
。

一
方
で
、
河
川
敷
周
辺
で
は
観
光
客

増
加
の
影
響
か
公
衆
ト
イ
レ
が
な
く
、

コ
ン
ビ
ニ
も
ト
イ
レ
利
用
不
可
と
い
う

状
況
…
。
最
終
的
に
は
「
ト
イ
レ
に
行

こ
う
解
散
」
と
な
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
の

際
は
ト
イ
レ
チ
ェ
ッ
ク
が
重
要
と
い
う

教
訓
を
あ
ら
た
め
て
得
た
回
で
も
あ
り

ま
し
た
。

◆
ま
と
め

紅
葉
の
美
し
い
京
都
を
歩
き
な
が
ら
、

旧
交
を
温
め
、
近
況
を
語
り
合
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
共
有
で
き
た
有
意
義

な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
の
集
合

写
真
も
併
せ
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ

新

　年

　会

新

　年

　会

京大キャンパスにて

京大北部食堂前にて

近鉄橿原線をバックに
郡山城にて
スケッチ

手前右端が大澤さん48期 片山啓さんから差入れ

43期 安田先輩（後列右から４番目）を
囲んで
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か
し
い
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
温
か
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
日
常
生
活

に
も
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
と
な
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
簡
単
な
時
代
に

な
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
対
面
で
の

お
付
き
合
い
に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ぜ
ひ
と
も
こ
れ
を
機
に
、
来
年
は

参
加
し
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

大 阪 府 堺 市 中 区 深 阪 ６-７-２６

h t t p s : / / www . f u j i s e i h a n . c o . j p

標 準 印 刷 認 証
211-0021 神奈川県川崎市中原区木月住吉町22番3号

044-434-3070

満面の笑みの波多野さん

秋秋

のの

ゴゴ

ルル

フフ

春春

のの

ゴゴ

ルル

フフ

第
44
回
支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

（
秋
季
）を
終
え
て

波多野 孝四郎
（58期）

２
０
２
５
年
10
月
18
日（
土
）愛
宕
原

ゴ
ル
フ
俱
楽
部
に
て
第
44
回
旭
陵
同
窓

会
関
西
支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
３
組
11

名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
の
天
気

予
報
は
曇
り
で
し
た
が
、
途
中
か
ら
雨

が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
い
き
な
り
ダ

ブ
ル
ボ
ギ
ー
ス
タ
ー
ト
で
、『
や
っ
ぱ

り
今
日
も
ダ
メ
か
!?
』
と
思
っ
た
の
で

す
が
、
そ
こ
か
ら
凌
ぎ
に
凌
ぎ
、
前
半

41
。
後
半
中
盤
か
ら
は
柄
に
も
な
く
、

ど
ん
ど
ん
口
数
が
減
っ
て
い
き
、
一

緒
に
ラ
ウ
ン
ド
い
た
だ
い
た
熊
野
先

輩
、
藤
本
先
輩
、
南
さ
ん
に
助
け
ら
れ

て
38
！
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は

最
終
ホ
ー
ル
で
藤
本
先
輩
か
ら
「
こ
の

状
況
の
セ
カ
ン
ド
シ
ョ
ッ
ト
は
１
番
手
、

上
げ
た
方
が
良
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
、
そ
の
お
か
げ
で
パ
ー
セ
ー

ブ
、
自
身
初
の
70
台（
79
で
す
が
…
）を

達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
！
優
勝

は
嬉
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
上

に
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
た
こ
と
の
方

が
も
っ
と
嬉
し
か
っ
た
で
す
♬

私
事
で
す
が
昨
年
５
月
末
に
38
年
間

の
会
社
人
生
に
一
旦
終
止
符
を
打
ち
、

第
45
回 

支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

（
春
季
）開
催
報
告

熊野  裕治
（45期）

45
期
の
熊
野
裕
治
で
す
。
今
回
２
０ 

２
６
年
５
月
16
日（
土
）愛
宕
原
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
で
、
本
人
も
で
き
過
ぎ
と
思
い

ま
す
が
中
コ
ー
ス
、
西
コ
ー
ス
と
も
に

46
、
グ
ロ
ス
92
で
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
と

優
勝
を
ゲ
ッ
ト
で
き
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、
天
気
、
旭
陵
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
も
味
方
に
つ
い
て
く

れ
ま
し
た
。
月
１
ゴ
ル
フ
も
毎
回
開
催

し
て
い
る
こ
と
も
、
ス
コ
ア
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

ベ
ス
グ
ロ
賞
品
は
、
日
本
酒
、
優
勝

賞
品
は
バ
ッ
グ
と
大
変
高
価
な
も
の
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ベ
ス
グ
ロ
は
、
最

終
ホ
ー
ル
ま
で
上
村
さ
ん
と
競
い
あ
い

ゲ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

前
々
回
は
、
ベ
ス
グ
ロ
を
取
り
な
が

ら
も
、
旭
陵
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
で
、

ブ
ー
ビ
ー
だ
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

旭
陵
同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
も

秋
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
是
非
多
数
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

カ
ニ
カ
ニ
ツ
ア
ー
初
参
加

佐藤  理徳
（60期）

私
は
転
勤
族
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

旭
陵
同
窓
会
に
は
ず
っ
と
不
義
理
を
働

い
て
い
た
の
で
す
が
、
大
阪
に
来
て
か

ら
は
関
西
支
部
役
員
で
同
級
生
60
期
の

南
君
や
吹
奏
楽
部
後
輩
64
期
の
柴
田
君

に
声
を
掛
け
ら
れ
て
、
数
年
前
か
ら
９

月
の
総
会
に
顔
を
出
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
雲
の
上
の
大
先
輩
方
や
年
次

が
近
い
人
達
と
旧
交
を
温
め
る
う
ち
に

カ
ニ
ツ
ア
ー
の
こ
と
を
知
り
、
行
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
年

は
う
ま
く
予
定
が
合
い
初
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

令
和
８
年
２
月
14
日（
土
）の
朝
、
Ｊ

Ｒ
大
阪
駅
構
内
の
イ
カ
リ
ス
ー
パ
ー
前

に
集
合
、
行
き
の
電
車
で
の
０
次
会
に

備
え
て
お
酒
や
お
つ
ま
み
を
調
達
し
、

幹
事
の
56
期
中
谷
さ
ん
か
ら
切
符
を
受

け
取
っ
て
８
時
12
分
発
こ
う
の
と
り
１

号
に
乗
り
込
み
ま
す
。

コ
ン
ペ
開
催
の
こ
の
頃
は
求
職
活
動
を

し
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

少
し
不
安
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
い
つ
も
西
高
の
皆
さ
ん
に
は
お

会
い
す
る
度
に
何
か
と
気
に
掛
け
て
い

た
だ
き
、
応
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
10
月
18
日
の
こ
の
日
は
生
涯

忘
れ
え
ぬ
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
ま
ず
は
自
分
が
健
康
で

い
ら
れ
る
た
め
に
、
そ
し
て
趣
味
を
楽

し
め
る
程
度
の
小
遣
い
稼
ぎ
も
し
て
い

く
た
め
、
本
年
２
月
16
日
よ
り
週
４
日

で
働
き
始
め
て
お
り
ま
す
。

第
２
の
人
生
は
、
こ
れ
ま
で
支
え
て

く
れ
た
家
族
、
親
友
、
そ
し
て
下
関
西

高
の
素
晴
ら
し
い
先
輩
後
輩
仲
間
に
報

恩
謝
徳
の
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
大

い
に
楽
し
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

毎
回
お
世
話
し
て
下
さ
る
南
さ
ん
は

じ
め
、
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
！

お
昼
は
カ
ニ
料
理
の
コ
ー
ス
な
の
に

大
丈
夫
か
な
？
と
思
い
つ
つ
、
行
き
の

車
内
で
は
酒
盛
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
無
事
に
城
崎
温
泉
駅
で
普
通

列
車
に
乗
り
換
え
２
駅
先
の
佐
津
駅
に

到
着
し
、
そ
こ
か
ら
は
毎
年
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
民
宿
「
源
助
」
さ
ん
の
お

迎
え
の
車
で
12
時
前
に
現
地
に
辿
り
着

き
、
い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
カ
ニ
と

の
ご
対
面
で
す
。

お
料
理
は
お
刺
身
に
始
ま
り
、
カ
ニ

み
そ
、
焼
き
ガ
ニ
、
カ
ニ
す
き
、
締
め

の
雑
炊
ま
で
２
時
間
余
り
の
豪
華
な

コ
ー
ス
、
そ
れ
と
残
念
な
が
ら
急
遽
欠

席
さ
れ
た
最
年
長
33
期
の
西
村
さ
ん
か

ら
差
し
入
れ
し
て
い
た
だ
い
た
関
娘
な

ど
の
美
味
し
い
お
酒
を
堪
能
し
ま
し
た
。

よ
く
無
口
に
な
る
と
言
わ
れ
る
カ
ニ

料
理
で
す
が
、
８
畳
間
が
３
つ
開
放
さ

れ
て
広
々
と
し
た
会
場
に
各
テ
ー
ブ
ル

３
～
４
人
ず
つ
の
ゆ
っ
た
り
し
た
配
席

の
お
か
げ
で
移
動
も
し
や
す
く
、
皆
さ

ま
と
の
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。

帰
路
は
城
崎
温
泉
駅
で
早
め
に
帰
る

組
と
城
崎
温
泉
に
寄
っ
て
帰
る
組
の
二

手
に
分
か
れ
ま
し
た
が
、
と
て
も
楽
し

く
充
実
し
た
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

高
校
卒
業
以
来
、
故
郷
を
離
れ
て
久

し
く
な
り
ま
し
た
が
、
還
暦
も
過
ぎ
た

こ
の
歳
に
な
り
、
同
窓
の
方
々
と
忘
れ

か
け
て
い
た
西
高
時
代
の
こ
と
や
下
関

の
話
題
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
と
、
懐

いい感じで出来上がっております

60期同期が三名参加しました
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大
阪
や
っ
た
ら
和
楽
路
屋
で
し
ょ
う
。

こ
ち
ら
も
昔
は
私
が
住
ん
で
い
た
豊
中

の
駅
前
に
あ
っ
て
、
わ
が
家
が
箕
面
に

引
っ
越
す
と
つ
い
て
来
る
様
に
コ
ー
プ

箕
面
店
に
も
オ
ー
プ
ン
し
て
私
の
粉
も

ん
人
生
の
一
番
身
近
に
あ
っ
た
た
こ
焼

き
屋
さ
ん
で
す
。
残
念
で
す
が
今
は
千

里
中
央
の
せ
ん
ち
ゅ
う
パ
ル
店
で
し
か

食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
人
前
10
個
の
た

こ
焼
き
は
か
め
や
に
似
て
中
が
も
っ
ち

り
し
て
い
ま
す
。
で
も
決
定
的
に
違
う

の
が
外
側
が
カ
リ
っ
と
香
ば
し
い
こ
と
。

焼
き
あ
が
る
寸
前
に
振
り
か
け
る
白
ワ

イ
ン
？
で
表
面
を
軽
く
炙
る
様
な
感
じ
。

こ
の
香
ば
し
さ
が
ビ
ー
ル
に
合
う
こ
と

合
う
こ
と
。
焼
き
上
が
り
に
少
し
時
間

が
か
か
る
の
で
混
ん
で
い
る
時
は
（
大

概
、
混
ん
で
い
ま
す
）
始
め
か
ら
２
人

前
20
個
行
く
か
、
早
め
に
追
加
注
文
す

る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

以
上
、
ビ
ー
ル
に
合
う
た
こ
焼
き
屋

の
紹
介
で
し
た
。

さ
ん
の
お
話
が
非
常
に
興
味
深
く
、
さ

ら
に
日
本
酒
愛
溢
れ
る
先
輩
方
の
質

問
が
白
熱
し
た
結
果
、
試
飲
の
時
間
が

少
々
短
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

結
局
、
最
初
と
最
後
の
も
の
し
か
口
に

で
き
ず
、
こ
れ
に
は
思
わ
ず
苦
笑
い
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

気
が
つ
け
ば
、
二
次
会
の
美
味
し
い

地
酒
が
い
た
だ
け
る
と
い
う
橿
原
神
宮

前
の
お
店（
食
べ
飲
み
処
ま
る
）の
予
約

に
遅
刻
し
そ
う
な
時
間
！
慌
て
て
お
土

産
を
買
い
込
み
、
六
田
駅
ま
で
小
走
り

で
向
か
い
ま
す
。
試
飲
が
控
え
め
だ
っ

た
の
で
、
誰
一
人
足
を
も
つ
れ
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
無
事
に
電
車
に
滑
り
込
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
楽
し
い
二
次
会
を
終
え
て

の
帰
り
道
、
気
が
つ
く
と
私
の
手
は

空
っ
ぽ
。
せ
っ
か
く
買
っ
た
お
土
産
を

忘
れ
る
と
い
う
大
失
態
を
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
忘
れ
物
を
南
さ
ん
が
預

か
っ
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、
後
日
そ
れ

を
受
け
取
り
に
伺
っ
た
際
に
、
ご
依
頼

い
た
だ
い
た
の
が
本
稿
執
筆
の
き
っ
か

け
で
す
。
そ
れ
も
含
め
て
、
良
い
思
い

出
で
す
。

最
年
少
の
私
を
温
か
く
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
る
寛
大
な
先
輩
方
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

美
吉
野
醸
造
㈱
酒
蔵
見
学
記

山
本  

良
子（
70
期
）

関
西
支
部
の
「
日
本
酒
同
好
会
」
が

発
足
し
た
と
聞
き
、
興
味
津
々
で
参
加

い
た
し
ま
し
た
。「
家
で
は
全
く
飲
ま

な
い
が
、
外
で
飲
む
の
は
大
好
き
」
と

い
う
私
に
と
っ
て
、
２
０
２
６
年
3
月

14
日
に
行
わ
れ
た
第
2
回
目
の
活
動
と

な
る
酒
蔵
見
学
は
待
ち
に
待
っ
た
機
会

で
し
た
。

幹
事
の
南
さ
ん（
60
期
）の
ご
尽
力
に

よ
り
実
現
し
た
今
回
の
訪
問
先
は
、
奈

良
県
吉
野
町
に
あ
る
老
舗
、
美
吉
野
醸

造
株
式
会
社
さ
ん
。
代
表
銘
柄
「
花
巴

（
は
な
と
も
え
）」
で
知
ら
れ
る
こ
の
蔵

は
、
自
然
の
力
を
最
大
限
に
活
か
し
た

酒
造
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

蔵
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
ま
ず
感

じ
た
の
は
澄
み
渡
っ
た
空
気
と
、
独
特

の
香
り
。
杜
氏
の
橋
本
さ
ん
の
解
説
に

よ
れ
ば
、
こ
ち
ら
で
は
蔵
に
棲
み
つ
く

天
然
の
微
生
物
を
活
用
し
、
あ
え
て
過

度
な
管
理
を
せ
ず
に
発
酵
を
促
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
一
般
的
な
酒
造
り
で
は

厳
密
な
温
度
管
理
や
酵
母
選
定
が
行
わ

れ
ま
す
が
、
こ
の
蔵
の
「
自
然
に
任
せ

る
」
姿
勢
は
非
常
に
特
徴
的
で
、
仕
込

59
期
在
住
会
大
阪
ミ
ン
ト
ツ
ア
ー

前
田

　
要（
59
期
）

59
期
在
住
会
は
山
口
県
に
在
住
、
も

し
く
は
事
情
が
あ
っ
て
ち
ょ
く
ち
ょ
く

下
関
へ
帰
省
す
る
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
も
名
古
屋
在
住
で
す
が
、

90
歳
に
な
る
母
親
が
下
関
で
一
人
住
ま

い
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
３
ヶ
月

に
一
度
帰
省
を
し
て
い
ま
す
。
活
動
は

下
関
で
の
ラ
ン
チ
会
が
中
心
な
の
で
す
が
、

今
年
の
正
月
に
寺
田（
蔵
本
）智
子
さ
ん

の
発
案
で
、
大
阪
新
地
の
Ｂ
Ａ
Ｒ
ミ
ン

ト
へ
行
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ミ
ン
ト
は
59
期
同
期
の
濵
岡
睦
子
さ
ん

が
経
営
す
る
お
店
で
す
。
そ
の
他
メ
ン

バ
ー
は
肥
塚
美
千
代
さ
ん
、
糸
賀（
郷
）

み
ご
と
に
味
わ
い
が
異

な
る
点
こ
そ
が
最
大
の

魅
力
な
の
だ
そ
う
で
す
。

吉
野
の
豊
か
な
水
と

風
土
が
酒
の
個
性
に
影

響
を
与
え
る
と
い
う
お

話
も
印
象
的
で
し
た
。

山
々
に
囲
ま
れ
た
環
境

の
中
、
季
節
の
移
ろ
い

と
と
も
に
酒
の
表
情
も

変
わ
る
。
酒
造
り
と
は

単
な
る
製
造
業
で
は
な

く
、
自
然
と
の
対
話
な

の
だ
と
い
う
こ
と
を
肌

で
実
感
し
ま
し
た
。

不
織
布
の
白
衣
と
衛

生
帽
子
を
身
に
ま
と
い
、

実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
麹
室
へ
入
っ

た
時
の
独
特
の
空
気
感
、
冷
た
い
水
で

さ
ら
し
を
洗
う
作
業
、
そ
し
て
吉
野
杉

の
大
樽
の
中
で
自
然
に
任
せ
て
発
酵
が

進
む
具
合
も
見
せ
て
い
た
だ
き
、
充
実

の
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

見
学
の
締
め
く
く
り
は
、
お
待
ち
か

ね
の
試
飲
で
す
。
一
番
興
味
が
あ
っ
た

の
は
、
仕
込
み
時
期
ご
と
の
変
化
を
楽

し
め
る
「
自
然
淘
汰
」
と
い
う
銘
柄
。

仕
込
み
初
め
の
も
の
か
ら
最
近
の
も
の

ま
で
全
て
試
飲
で
き
る
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
こ
こ
で
思
わ
ぬ
誤
算
が
。
橋
本

お
気
に
入
り
の
粉
も
ん
屋

中
谷  

幸
一（
56
期
）

皆
さ
ん
、
粉
も
ん
の
中
で
は
何
が
好

き
で
す
か
？

お
好
み
焼
？
た
こ
焼
き
？
焼
き
そ

ば
？
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
お
好
み
焼
で

し
た
ら
間
違
い
な
く
西
高
生
の
ソ
ウ
ル

フ
ー
ド
、
す
い
ず
の
お
好
み
焼
と
行
き

た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
は
お
店
も
な

く
味
の
記
憶
も
無
い
の
で
今
回
は
パ

ス
。
お
手
軽
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
出
来
る

た
こ
焼
き
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
下

関
で
た
こ
焼
き
と
い
え
ば
か
め
や
の
た

こ
焼
き
で
す
よ
ね
。
昔
は
グ
リ
ー
ン

モ
ー
ル
の
入
口
の
所
に
あ
っ
た
よ
う
に

記
憶
し
て
い
ま
す
が
今
は
シ
ー
モ
ー
ル

下
関
の
地
下
１
階
に
あ
り
ま
す
。
か
め

や
に
行
っ
た
ら
こ
れ
一
択
！
た
こ
そ
ば

焼
。
粉
も
ん
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
た

こ
焼
き
と
焼
き
そ
ば
の
合
盛
り
、
た
こ

焼
き
６
個
と
焼
き
そ
ば
半
玉
の
た
こ
そ

ば
焼
小
は
ペ
ロ
ッ
と
い
け
ち
ゃ
い
ま
す
。

大
阪
で
主
流
の
外
カ
リ
中
ふ
わ
と
は

ち
ょ
っ
と
違
う
、
小
ぶ
り
で
ほ
の
か
に

出
汁
の
味
が
漂
う
も
っ
ち
り
タ
イ
プ
の

た
こ
焼
き
。
か
め
や
特
製
の
か
ら
し
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
を
た
っ
ぷ
り
か
け
て
い
た
だ

き
ま
す
。
焼
き
そ
ば
は
ソ
ー
ス
味
が
懐

か
し
い
オ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ル
の
正
統
派
。

ビ
ー
ル
を
飲
ま
な
い
な
ら
焼
き
そ
ば
が

１
玉
の
た
こ
そ
ば
焼
大
で
大
満
足
で
す
。

ユ
カ
さ
ん
で
す
。
皆
そ
れ
ぞ
れ
年
齢
を
重
ね
、
自
由

に
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
こ
の
企
画
が
実

現
で
き
ま
し
た
。　

５
月
17
日（
土
）そ
れ
ぞ
れ
が
大
阪
に
集
ま
り
、
一

次
会
は
西
梅
田
の
焼
き
鳥
屋
「
た
か
鳥
」
で
し
た
。

女
性
陣
の
「
お
洒
落
な
店
で
は
な
く
、
日
頃
行
け
な

い
よ
う
な
庶
民
的
な
お
店
へ
行
き
た
い
」
と
い
う
要

望
に
応
え
、
５
千
円
飲
み
放
題
の
コ
ー
ス
で
す
。
若

者
向
け
の
コ
ー
ス
で
す
の
で
、
次
々
に
焼
き
物
や
揚

げ
物
が
出
て
き
て
、
終
盤
の
料
理
は
ほ
と
ん
ど
残
し

て
退
店
し
ま
し
た
。
皆
60
歳
を
超
え
て
食
欲
が
落
ち

て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
20
時
半
に
待
望
の
ミ
ン
ト
へ
到
着
。
す

で
に
関
西
在
住
の
同
期
も
集
ま
っ
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
オ
ー
ナ
ー
の
濵
岡
さ
ん
、
愛
知
県
か
ら
中
谷
邦

子
さ
ん（
斉
藤
）、
岡
村
真
理
子
さ
ん
、
弘
中
君
、
玉

川
君
で
す
。
写
真
は
玉
川
君
が
撮
っ
て
く
れ
ま
し
た

の
で
、
彼
は
写
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
あ
し
か
ら
ず
。

ミ
ン
ト
で
は
、
高
校
時
代
の
懐
か
し
い
話
、
皆
の

近
況
報
告
等
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
ま
た
酔
っ
払

い
ま
し
た
。
同
期
会
と
い
う
の
は
、
昔
親
し
か
っ
た

人
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
高
校
時
代
に
話
し
た
こ
と

も
な
か
っ
た
人
と
も
親
し
く
な
り
、
新
し
い
発
見
が

あ
る
の
が
い
い
で
す
ね
。
今
回
一
緒
に
企
画
し
て
く

れ
た
寺
田
さ
ん
は
、
高
校
時
代
に
は
会
話
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
。　

59
期
在
住
会
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
元
気
な
う
ち
に
や

り
た
い
こ
と
は
や
ろ
う
！
」
で
す
。
こ
の
方
針
に
賛

同
さ
れ
る
同
窓
会
の
皆
様
、
是
非
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ

う
！
お
声
か
け
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

同
好
会
レ
ポ
ー
ト

ミントにて（左から3人目が前田さん）

美吉野醸造（株）酒蔵見学

酒蔵見学後、居酒屋にて（手前左端が山本さん）

たこそば焼き

かめやにて
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旭
陵
関
西
支
部
の
皆
さ
ま
、
は
じ
め

ま
し
て
。
旭
陵
同
窓
会
東
京
支
部
・
第

71
期
当
番
幹
事
代
表
を
務
め
ま
す
和
田

剛
と
申
し
ま
す
。
日
頃
よ
り
関
西
支
部

の
皆
さ
ま
か
ら
賜
る
ご
厚
誼
に
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

70
期
の
先
輩
方
か
ら
見
事
な
バ
ト
ン

を
受
け
継
ぎ
、
本
年
は
「
進
化
と
記
憶 

〜
昭
和
１
０
０
年
を
超
え
て
〜
学
び
舎

を
繋
ぐ
、
Ａ
Ｉ
時
代
の
絆
の
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
紡
が

れ
て
き
た

”記
憶
“
を
礎
に
、
世
代
や

立
場
を
越
え
た
新
た
な

”進
化
“
を
生

み
出
す
─
─
そ
ん
な
旭
陵
ら
し
い
つ
な

が
り
を
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
育
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

去
る
5
月
30
日
に
は
、
浜
松
町

Lounge CRIB

に
て
「
東
京
ウ
ェ
ル

カ
ム
パ
ー
テ
ィ
２
０
２
６
」
を
Ｂ
Ｂ
Ｑ

形
式
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
上
京
し

た
ば
か
り
の
後
輩
を
中
心
に
、「
ひ
と

り
で
来
て
も
大
丈
夫
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
据
え
、
先
輩
・
後
輩
が
フ
ラ
ッ
ト
に

語
り
合
い
、
自
然
と
知
り
合
い
が
増
え

る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
10
月
31
日（
土
）に
は
、
東
京

ポ
ー
ト
シ
テ
ィ
竹
芝
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
に

て
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
当
日
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
「
旭
陵
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
と
銘
打

ち
、
仮
装
は
も
ち
ろ
ん

”気
持
ち
だ
け

参
加
“
も
大
歓
迎
の
、
少
し
遊
び
心
の

あ
る
懇
親
の
場
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
第
60
回
の
節
目
を
迎

え
る
旭
陵
ゴ
ル
フ
会
、
58
回
を
数
え
る

旭
陵
勉
強
会
な
ど
、
世
代
を
超
え
た
交

流
の
輪
も
着
実
に
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。

少
子
化
や
上
京
組
の
減
少
な
ど
環
境

は
決
し
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

和田　剛
当番幹事代表
（71期）

第
43
回
旭
陵
同
窓
会
福
岡
支
部
総

会
・
懇
親
会
が
４
月
19
日
に
八
仙
閣
本

店
で
参
加
者
37
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
、
懇
親
会
の
乾
杯
時
点
で
す
で

に
ほ
ぼ
２
時
間
経
過
し
て
い
た
と
い
う

前
代
未
聞
の
事
態
で
し
た
が
、
今
年
は
、

な
ん
と
か
常
識
的
な
範
囲
の
超
過
で
収

ま
り
ま
し
た
。

参
加
者
37
名
の
内
訳
は
、
来
賓
４
名

（
会
長
、
校
長
、
幹
事
長
、
今
年
度
本

部
当
番
幹
事
）、
ゲ
ス
ト
２
名
（
チ
ェ

リ
ス
ト
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
）、
下
関
か
ら

５
名
、
関
西
か
ら
１
名
で
、
福
岡
在
住

者
は
25
名
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

総
会
で
は
、
伊
藤
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
４
月
に
開
校
し
た
「
下
関
西
高
等

学
校
附
属
中
学
校
」
の
話
が
内
田
校
長

か
ら
あ
り
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
サ
ン

サ
ー
ン
ス
作
曲
「
白
鳥
」
の
他
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
蘇
州
夜
曲
・
愛
の
賛
歌
・
ダ

ニ
ー
ボ
ー
イ
の
チ
ェ
ロ
演
奏
が
あ
り
ま

し
た
。
終
わ
り
に
歌
う
の
は
通
常
校

歌
・
応
援
歌
な
の
で
す
が
、
39
期
以
前

の
卒
業
生
に
は
現
在
の
西
高
校
歌
に
は

あ
ま
り
思
い
入
れ
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、

和田　清
福岡支部長
（43期）

加藤　修
（66期）

下関市教育委員会
教育部次長

大
学
を
卒
業
後
、
ふ
る
さ
と
の
下
関

市
役
所
に
入
庁
し
て
33
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
現
在
、
２
度
目
の
教
育
委
員
会

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
私
が
過
ご
し
た

４
～
50
年
前
の
小
中
学
校
の
現
場
と
は

時
代
が
変
わ
り
ま
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
の
が

教
育
行
政
の
使
命
と
な
っ
て
お
り
、
社

会
環
境
の
変
化
に
日
々
向
き
合
っ
て
お

り
ま
す
。
不
登
校
対
策
も
重
要
課
題

の
ひ
と
つ
で
、
下
関
市
で
は
、
こ
の

春
、
文
部
科
学
省
の
指
定
を
受
け
、「
学

び
の
多
様
化
学
校
」
で
あ
る
下
関
市
立

文
洋
中
学
校
関
西
分
校
を
開
校
し
ま
し

た
。
こ
の
学
校
は
、
学
校
に
登
校
で
き

ず
学
び
の
機
会
を
失
っ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
の
新
た
な
学
び
場
と
し
て
設
置
す

る
も
の
で
、
通
学
区
域
は
市
内
全
域
で
す
。

独
自
の
教
育
課
程
に
基
づ
く
ユ
ニ
ー
ク

な
学
校
運
営
を
行
う
こ
と
で
、
不
登
校

や
そ
の
傾
向
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
新

た
な
選
択
肢
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
は
人
口
減
少
時
代
に

突
入
し
て
い
ま
す
が
、
地
方
都
市
で
あ

る
下
関
市
も
少
子
化
と
人
口
減
少
が

長
年
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
私
が
身
を
置
く
教
育
の
分
野
で

も
小
中
学
校
の
小
規
模
化
が
顕
著
と

な
っ
て
い
ま
す
。
下
関
市
の
児
童
生

徒
数
は
、
小
学
校
が
昭
和
56
年
度
の

３
万
１
５
３
９
人
を
ピ
ー
ク
に
令
和
7

年
度
が
１
万
４
５
１
人
、
中
学
校
が
昭

和
61
年
度
の
１
万
５
６
２
９
人
を
ピ
ー

ク
に
令
和
₇
年
度
が
５
４
８
８
人
と

ピ
ー
ク
時
の
３
分
の
１
に
ま
で
減
少
し

て
い
ま
す
。

学
校
の
規
模
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
良

さ
や
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
下
関
市
教

育
委
員
会
で
は
、
学
校
に
は
一
定
の
規

模
が
必
要
と
の
考
え
の
下
、
将
来
に
わ

故
郷
下
関
便
り

東
京
支
部
便
り

福
岡
支
部
便
り

福岡支部

た
っ
て
義
務
教
育
の
教
育
水
準
の
維

持
・
向
上
を
図
る
た
め
に
市
立
小
中
学

校
の
統
廃
合
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
地
域
の
方
々
に
ご
理
解
を

い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
、
こ
の
10
年
間

で
７
地
域
に
お
い
て
学
校
統
合
や
小
中

一
貫
教
育
校
の
設
置
に
至
り
ま
し
た
。

一
方
、
県
立
高
校
で
あ
る
わ
が
母
校

西
高
も
こ
の
時
代
の
流
れ
に
無
関
係
で

は
な
く
、
山
口
県
教
育
委
員
会
が
取
り

組
ん
で
い
る
「
県
立
高
校
再
編
整
備
計

画
」
に
基
づ
き
、
令
和
元
年
度
に
は
定

時
制
が
下
関
双
葉
高
校
に
再
編
さ
れ
、

こ
の
春
に
は
進
学
指
導
に
重
点
を
置
い

た
中
高
一
貫
教
育
を
お
こ
な
う
た
め
、

附
属
中
学
校
が
開
校
さ
れ
ま
し
た
。
更

に
は
、
令
和
15
年
度
を
目
処
に
、
西
高

と
南
高
を
再
編
統
合
し
、
西
高
の
位
置

で
新
高
校
を
設
置
す
る
と
い
う
計
画
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
化
の
中
、
県
立
高
校
の
小
規
模

化
と
定
員
の
確
保
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
状
況
を
考
え
る
と
、
小
中
学
校
と
同

様
に
、
今
ま
で
ど
お
り
の
高
校
運
営
と

い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
卒
業
生

と
し
て
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
、
母
校
が
ど
の
よ
う
な
学
校
に

な
っ
て
い
く
と
し
て
も
、
校
是
「
天
下

第
一
関
」
の
誇
り
を
持
て
る
学
校
で
あ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
心
を
痛
め
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
て
、
現
在
、
西
高
で
は
附
属
中

学
校
の
校
舎
整
備
の
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
仮
校
舎
を
構
え
て
い
る
の
で
す
が
、

野
球
部
Ｏ
Ｂ
と
し
て
は
、
現
役
当
時
毎

日
の
よ
う
に
駆
け
回
っ
て
い
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
、
今
や
内
野
の
ス
ペ
ー
ス
も
十

分
に
な
い
状
況
を
み
る
と
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
満
足
に
練
習
で
き
な
い
後
輩
部
員

が
不
憫
で
な
り
ま
せ
ん
。
野
球
の
勝
負

を
す
る
上
で
は
ハ
ン
デ
に
な
り
ま
す
が
、

不
十
分
な
条
件
の
中
で
工
夫
し
な
が
ら

の
練
習
は
、
き
っ
と
通
常
で
は
得
ら
れ

な
い
力
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
も
の
と

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

逆
境
を
力
に
変
え
て
、
こ
の
夏
も
、

頑
張
れ
！
西
高
野
球
部
！

だ
か
ら
こ
そ
西
高
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

も
う
一
度
し
っ
か
り
束
ね
直
し
た
い
─

─
同
窓
会
は
単
な
る
懇
親
の
場
で
は
な
く
、

人
と
人
の
縁
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
装
置

で
あ
る
、
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
関
西

の
皆
さ
ま
と
も
、
東
西
の
絆
を
さ
ら
に

深
め
な
が
ら
、
創
立
百
周
年
を
超
え
た

西
高
の
次
な
る
百
年
に
向
け
て
、
と
も

に
歩
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
東
で
西

を
想
い
、
自
主
・
自
律
の
気
概
を
胸
に
、

静
か
な
る
気
迫
を
も
っ
て
「
何
が
で
き

る
か
」
を
問
い
続
け
る
所
存
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

校
歌
の
前
に
チ
ェ
ロ
の
演
奏
で
『
高
校

３
年
生
』
を
大
合
唱
し
ま
し
た
。
最
後
は
、

博
多
手
一
本
で
締
め
ま
し
た
が
、
私
の

記
憶
で
は
初
め
て
だ
と
思
い
ま
す
。
な

お
、
集
合
写
真
で
は
、
支
部
に
長
年
貢

献
さ
れ
た
90
歳
超
え
の
７
名
の
ご
婦
人

方
に
最
前
列
に
座
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

以
下
は
、
私
の
ぼ
や
き
で
す
。
前
述

の
福
岡
在
住
者
25
名
を
年
齢
別
に
見
る

と
80
歳
以
上
が
14
名
で
さ
ら
に
90
歳
以

上
が
９
名
と
40
歳
代
が
い
な
い
こ
と
を

考
慮
す
る
と
参
加
者
の
高
齢
化
が
顕
著

で
す
。
伊
藤
会
長
の
挨
拶
で
も
高
齢
化

に
よ
る
持
続
可
能
性
の
危
惧
が
各
支
部

に
あ
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
福

岡
支
部
は
絶
滅
危
惧
支
部
に
認
定
さ
れ

る
可
能
性
大
と
思
わ
れ
ま
す
。
支
部
長

と
し
て
は
持
続
可
能
性
を
検
討
し
た
い

の
で
す
が
、
80
歳
以
上
の
参
加
者
の
多

く
は
「
持
続
可
能
性
と
か
先
の
こ
と
を

堅
苦
し
く
考
え
る
よ
り
今
を
楽
し
も
う
」

と
思
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
の
で
、
こ

の
意
識
の
差
が
悩
み
の
種
で
す
。

明
る
い
兆
し
も
あ
り
ま
す
。
伊
藤
会

長
の
妹
さ
ん
夫
婦（
68
期
）が
参
加
さ
れ

た
こ
と
で
す
。
こ
の
お
二
人
を
起
点
と

し
て
若
い
会
員
が
増
え
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

人と人とのご縁を繋ぎたい、
そんな思いではじめたスナックバーMint
コロナ禍も乗り越え、キタの新地で
今日も元気に頑張っております。
同窓生の皆さまのご来店、
心よりお待ち申し上げます。

濵岡 ちか子（59期）
〒530-0002  大阪市北区曽根崎新地1丁目7-6  新日本新地ビル東館4F

月～金：（19：00～24：00）
土：お電話一本で営業します。

Tel. 06-6348-2255
携帯 090-2384-3514

堂島上通り堂島上通り

新地本通り新地本通り

永楽町通り永楽町通り

筋
橋
ツ
四

筋
橋
ツ
四

筋
堂
御

筋
堂
御

薬局薬局 花直花直
食堂園食堂園

★★

桜橋桜橋
スエヒロ

本店
スエヒロ

本店
梅新梅新

国道2号線国道2号線

尼崎信用金庫尼崎信用金庫

都島タクシー都島タクシー

駅前
第1ビル

駅前
第2ビル

駅前
第3ビル

WE LOVE Mint & Chikako!

今今年年もも東東京京支支部部総総会会でで暴暴れれまますす

10月月31日日（（土土））集集ままろろうう～～

56期期同活バンド
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下関唐戸市場・林商店
★お電話・HPでご注文できます

明太子・粕漬が
ぶち旨い！

フリーダイヤル0800 -600 -0884
受付時間／ 9：00～17：00（日・祝日休み）

http://www.kanmon-club.com/

社長  林 憲志（57期）

林商店が　　　　　  始めました♪

関門倶楽部

スマホ
からでも
OK!

①ID検索で「@qmw9522n」
②LINEアプリより「友だち追加」を押して
　「QRコード」を押して読み取ります

友だち追加方法

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
統
合

旭
陵
同
窓
会
の
本
部
・
東
京
支
部
・
関
西
支

部
が
一
つ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

転
勤
転
居
さ
れ
て
も
全
国
の
同
窓
生
が
同
じ

Ｈ
Ｐ
上
で
集
う
基
盤
が
で
き
ま
し
た
。
希
望
す

る
支
部
も
受
け
入
れ
や
す
く
な
る
よ
う
に
設
計

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
支
部
の
お
知
ら
せ
は
支
部

だ
け
で
な
く
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ペ
ー
ジ
に
共
有
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
全
国
の
動
き
が
一
目
で

見
れ
て
、
そ
の
後
各
支
部
の
独
自
ペ
ー
ジ
に
遷

移
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
関
西
支
部

の
旧
Ｈ
Ｐ
も
支
部
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ー
カ
イ
ブ
と

し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
基
盤
が
同
窓
会
活
動
の
一
助
と
な
り
、

さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待
し
て

い
ま
す
。

制
作
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
東
京
支

部
同
窓
生
で
あ
る
、（
株
）オ
ー
プ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク 

高
山
氏
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当　

藤
村

つ
い
に
我
が
母
校
も
中
高
一
貫
校
と
し
て
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
ね
。
中
学
校
58
名
の
新

入
生
の
皆
さ
ん
、
よ
こ
う
そ
!!

「
♪
君
も
今
日

か
ら
は
僕
ら
の
仲
間
…
」
っ
て
随
分
前
の
青
春

ド
ラ
マ
の
歌
が
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
旭
陵
の
仲

間
に
な
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
中
学
生
と

高
校
生
の
交
流
、
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
旭
が

陵
で
の
6
年
間
が
充
実
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。（
玉
川
記
）

貴
方
の
お
名
前
を
旭
陵
関
西
に

載
せ
ま
せ
ん
か
？

名
刺
広
告
募
集
中

一
口
５
千
円
（
縦
７
cm
×
横
５
cm
）

　

ご
支
援
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
号
の
発
行
及
び
各
種
活

動
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
０
２
５
年
５
月
〜
２
０
２
６
年
４
月

寄
付
者
ご
芳
名（
敬
称
略
、
順
不
同
）

黒
田　

睦
子�

（
31
期
）

益
永　

郁
男�

（
33
期
）

安
野　

洋
一�

（
33
期
）

西
村　
　

勲�

（
33
期
）

林
田　

一
成�

（
36
期
）

山
本　

克
彦�

（
36
期
）

原
田　

敏
男�

（
39
期
）

杉　
　

顕
紹�

（
43
期
）

中
野　

喜
朗�

（
44
期
）

西
山　

和
夫�

（
44
期
）

唯
岡　

和
夫�

（
45
期
）

中
野　

光
男�

（
48
期
）

宮
本　

和
浩�

（
56
期
）

秋
富　

克
哉�

（
58
期
）

大
崎

　
　
求�

（
62
期
）

三
戸　

和
子�

（
62
期
）

猪
之
俣　

健
一�（
75
期
）

 

吹
田
市
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
有
志

  

合
計
金
額

�

22
万
９
千
８
０
０
円

�

（
匿
名
の
方
１
名
も
含
む
）

  

訃
報

　
石
部 

雅
亮
さ
ん
（
28
期
）

　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
12
月
７
日
ご
逝
去

　

瀬
戸
口 

房
康
さ
ん
（
32
期
）

　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
５
月
21
日
ご
逝
去

　

吉
村 

睦
彦
さ
ん
（
33
期
）

	
　
　
　
　

令
和
７
年
２
月
ご
逝
去

　

藤
田 
克
雄
さ
ん
（
35
期
）

	

　
　
　
　

令
和
６
年
10
月
１
日
ご
逝
去

　

矢
野 

　
真
さ
ん
（
37
期
）

	

　
　
　
　

令
和
６
年
８
月
１
日
ご
逝
去

　

乾 

　
徹
二
さ
ん
（
38
期
）

	

　
　
　
　

令
和
７
年
２
月
21
日
ご
逝
去

　

瀬
戸 

克
己
さ
ん
（
43
期
）

	

　
　
　
　

令
和
７
年
７
月
５
日
ご
逝
去

　

白
石 

光
憲
さ
ん
（
43
期
）

	

　
　
　
　

令
和
７
年
10
月
29
日
ご
逝
去

下関西高便り
  附属中学校開校

山口県立下関西高等学校附属中学校　教頭　池田　奈邦子
　旭陵同窓会関西支部の皆様におかれましては、御健勝にて御活躍
のこととお慶び申し上げます。
　令和８年４月８日、下関西高等学校附属中学校が開校いたしまし
た。開校式・入学式では、平屋県副知事の開校宣言ののち、副知事
から内田正弘校長へ校旗が授与され、58名の新入生とともにスター
トすることができました。
　代表生徒のあいさつを一部御紹介します。
　「私は、これからの学校生活の中で楽しみにしていることがあり
ます。専門的になる教科の学習はもちろん、探究学習、海外研修、
学校行事などです。何より、新しくできる仲間との交流や高校生と
の交流など、この学校でしかできないことを経験できることが本当
に楽しみです。その一つ一つをみんなで目一杯楽しみたいと思って
います。（途中省略）皆さまからの期待をしっかり受け止め、第一期
生として、山口県の代表となるようなすばらしい学校を、仲間と一
緒に創り上げていくことをここにお誓いし、御挨拶といたします。」

　現在、新制服に身を包んだ新入生
は、高校生と同じ校舎で元気に学校
生活を送っております。体育や美術
では迷路のような校舎に戸惑いなが
ら教室を移動したり、授業では、積
極的に自分の考えを伝えあったりし
ています。お昼には、給食のいい匂
いにつられ、高校生が移動がてら、

中学生の教室をにこにこしながら見ている姿も、この学校ならでは
の光景になっています。今後、旭陵祭や体育大会など高校生と中学
生がともに学校行事を行う機会もあり、本当に楽しみです。
　附属中学校は、まだまだ始まったばかりです。今後も、中高一貫
教育の充実に向け、いろいろと検討も重ねていくこととなります。
　これまで、先輩方が築いてこられた歴史をしっかり継承しつつ、
これからの社会のニーズに応え得る新たな学校づくりを進めてまい
ります。

旭陵同窓会関西支部役員
役 職 期 氏 名

支 部 長 54 阿部紀一郎

副 支 部 長 56 中谷　幸一

幹 事 長 60 南　左千夫

副 幹 事 長 59 濵岡　睦子

事 務 局 長 64 柴田　徹也

会    計 57 川野　博義

会 計 監 査 56 山田　浩幸

常 任 幹 事 47 下方　常由

同 48 藤村　　徹

同 58 新田浩二郎

役 職 期 氏 名

常任幹事 58 波多野孝四郎

同 59 玉川　　洋

同 61 高橋　　毅

顧    問 33 安野　洋一

同 43 門田　　宰

同 44 竹内　正文

同 45 唯岡　和夫

同 48 上村　繁典

同 50 来島　達夫

同 53 大野　浩史

統合されたホームページ

各支部のページ


